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チェコ語の完了体における接頭辞について 
 
大嶋 聡子 
 
0. はじめに 
 本稿では、接頭辞が付加されたチェコ語の完了体動詞について、日本語との対照研究を
つうじてその表現形式を明らかにすることを目的とする。その際には、チェコ語に翻訳さ
れた日本語の小説を研究資料として用い、チェコ語1の完了体と日本語のアスペクト的な諸
形式がどのように対応しているか、という点をみる。 
 
1. 先行研究 
 チェコ語のアスペクトに関する研究は数多くなされているが、チェコ語と日本語のアス
ペクトに関する対照研究はほとんどされていない。したがって、以下ではそれぞれの言語
でのアスペクトに関する先行研究をみていく。 
 
1.1. チェコ語の動詞アスペクトについて 
1.1.1. チェコ語の完了体と不完了体について 
 以下、千野・千野(1998)によれば、チェコ語の動詞は、その動作を「完了の瞬間」もし
くはその「結果」と捉える完了体と、（完了の有無を問わず）「過程そのもの」と捉える不
完了体の２つのグループに分かれる。チェコ語の完了体の多くは、不完了体に接頭辞を付
すことによって完成される（詳しくは亀井他 1996:9 を参照）。 
 完了体・不完了体が表す内容は主に以下の通りである。 
 
                                                        
1 チェコ語は、インド・ヨーロッパ語族のスラヴ語派に属し、その中の西スラヴのグループでも北にある
ポーランド語などのレヒ諸語とは異なるチェコスロヴァキア諸語に属する。文法でみると、名詞類と呼ば
れる名詞・代名詞・形容詞・数詞と動詞とが数多い文法的カテゴリーで変化する屈折型のタイプである。
（千野 1998:619-620 より要約） 
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完了体 不完了体 
①動作の完了 
Když jsem napsal dopis, šel jsem na poštu. 
手紙を書いてから郵便局へ行った。 
②一定の期間のまとまった行為 
Poseděl do noci u vína. 
ワインを飲んで夜まで過ごした。 
③１回の行為 
Dostal jste včera balík? 
昨日小包を受け取りましたか？ 
④動作の開始 
Rozběhl se. 
彼は走り始めた。 
⑤完了の結果 
Zvykl sis na nového profesora? 
新しい教授には慣れたか？ 
①動作の進行 
Teď píšu dopis. 
今手紙を書いている。 
②動作の過程、継続 
Včera jsem celý den psal dopisy. 
昨日一日中手紙を書いていた。 
③行為の反復 
Dostávám často od sestry balíky. 
姉からしばしば小包を受け取っている。 
④状態 
Sedí v kavárně. 
喫茶店に（座って）いる。 
⑤経験 
Viděl jsi ten film? 
その映画を見たことがあるか？ 
【保川(2003:74)から引用（一部略）】 
 
1.1.2. チェコ語の完了体にあらわれる接頭辞について 
 この章では、チェコ語の接頭辞について先行文献を概観する。まず、Encyklopedický 
slovník češtiny（[チェコ語学百科事典]、Karlík et al.(2002:343)）の Prefixace sloves（動詞の
接頭辞付加）という項目から引用する。 
 
動詞に接頭辞を付すことは、動詞構成の主要な方法である。動詞に接頭辞を付すこと
の特殊性は、動詞のある形態論的な特徴がそうすることによって変わる、すなわち体
が変わるという事実である（移動を表す動詞及びそれと類似するいくつかの動詞にお
ける接頭辞 po-や接頭辞 zá-、ná-、接頭辞 ne-は除く）。名詞と形容詞に接頭辞を付すこ
とと違って、動詞に接頭辞を付すと結果として意味が変化するばかりではなく、もっ
と重要で根本的な変化が発生する。接頭辞の意味は、いつも基礎となる動詞の意味と
融合する。それゆえ、ある１つの接頭辞の同じまたは似たような意味について論ずる
ことができるのは、一定の範囲内にある動詞との関連においてのみである。動詞に接
頭辞を付す際には、以下の接頭辞を使用する：do-, na-, nad(e)-, ne-(否定のみ), o-, o/ob(e), 
od(e)-, po-, pod(e)-, pro-, pře-, před(e)-, při-, roz(e), s(e)-, u-, v(e)-, vy-, vz-, z(e)-, za-. 
 
 次に Karlík et al.(1995:199-207)の各接頭辞の記述において、アスペクトに関してふれられ
ている部分をまとめておく。以下に列挙する。 
① 接頭辞 do- は位相の機能（動作完了）を有する。 
② 接頭辞 od(e)-は、経過や価値付け機能を持ちうる。 
③ 接頭辞 po-は移動の動詞につくと未来時制をあらわすという文法的機能をもつ。 
④ 接頭辞 pro-は知的行為を表す動詞においてその動作が完成されることを意味する。そ 
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れ以外に、経過（動作の開始もしくは一定期間動作がずっとなされていることを表す）
の機能を持つ。 
⑤ 接頭辞 pře-は変化的機能「動作完結」をもつ。人間の行為を表す動詞の多くがこの接
頭辞を用いると、動作の新しい経過や繰り返しを表す。 
⑥ 接頭辞 před(e)-は、他の人間の行為を表す動詞において、この接頭辞は経過の機能をも
つ。 
⑦ 接頭辞 při-は部分的に程度、経過の機能と融合する。 
⑧ 接頭辞 vz(e)-は数は多くないが、位相の機能（行為の開始）をもつことがある。 
 
1.1.3. チェコ語のテンスについて 
 この章では、動詞の過去形について、千野・千野(1998)を参考に以下に要約する。 
 動詞の過去は、その動詞の能動形動詞（いわゆる l 分詞）と動詞 být の現在変化形より
作る。この能動形動詞とは、動詞の過去語幹に主語の数・性、および複数男性では活動体
（人または動物）か不活動体かによって次のような語尾をつけたものである。 
 
単数 男性 -l 複数 男性 -li（活）/-ly（不活） 
 女性 -la  女性 -ly 
 中性 -lo  中性 -la 
                       【表は千野・千野(1998:70)から引用】 
 
1.2. 日本語の動詞アスペクトについて 
 工藤(1997)は、アスペクトについて、出来事の時間的展開性（内的時間）の把握の仕方
の相違を表す文法的なカテゴリーであるとしている。時間を表す文法カテゴリーとしては
他にもテンスがあげられる。以下に、日本語の時間表現の中心的手段となるアスペクト・
テンスを表で示す。 
 
アスペクト 
テンス 
完成相 継続相 
非過去 スル シテイル 
過去 シタ シテイタ 
【工藤(1997:8)より引用】 
 しかし、庵他(2002:55-56)にあるように、テイル形には二つの意味がある。「死ぬ、割れ
る、溶ける」のような変化をあらわす動詞のテイル形は状態の継続を表し、「走る、降る」
のような動作や出来事を表す動詞のテイル形は、動作の継続を表す。もう少し細かくみる
と、「行く、来る、帰る」のような移動動詞のテイル形は変化の結果の状態の継続を表す。
さらに動詞の意味にかかわらず、テイル形を頻度を表す言葉と共に用いると習慣を示す。
文脈によっては経験・経歴を表す用法もある。つまりテイル形には、継続の他に、結果状
態や習慣、経験を表す用法がある。 
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1.3. チェコ語と日本語のアスペクトの対応に関する仮説 
 まずチェコ語の完了体・不完了体の表す意味内容を再び取り上げると以下のようである。 
完了体 不完了体 
①動作の完了 
②一定の期間のまとまった行為 
③１回の行為 
④動作の開始 
⑤完了の結果 
①動作の進行 
②動作の過程、継続 
③行為の反復 
④状態 
⑤経験 
 
 日本語のテイル形との対応が考えられるのは、チェコ語の不完了体のうち②動作の継続、
⑤経験である。チェコ語の不完了体が日本語のテイル形と対応するかもしれないと考える
と、ここで両言語の形式の対応に関して次のような仮説をたてることができる。以下に図
で示す。 
 完成相 継続相 
非過去 （日）スル 
（チェ）完了体（接頭辞－語幹－現在形） 
（日）シテイル 
（チェ）φ－不完了体－現在形 
過去 （日）シタ 
（チェ）完了体（接頭辞－語幹－過去形） 
（日）シテイタ 
（チェ）φ－不完了体－過去形 
 以下の考察では、この仮説がどの程度あてはまるか、対訳小説を通して検証する。 
 
2. 小説『キッチン』からの考察 
2.1. 研究方法 
 研究資料としては、小説『キッチン』(吉本 1994)と、そのチェコ語訳(Yošimoto 1997)を
用いた。理由としては、現代日本語を用いた小説を使用することで、現在の日本語との関
係が明らかになると考えたためである。 
 まず日本語のアスペクトをチェコ語のアスペクトでどのように表しているかを、完了体
における接頭辞を研究することで明らかにすることを目的とした。 
具体的な作業は以下のようである； 
①Yošimoto(1997)から接頭辞を伴う2完了体動詞を全て収集する。 
②吉本(1994)から、①の完了体に対応する日本語動詞を収集する。 
③集めた日本語の動詞アスペクトをその４つの形式（「スル」、「シタ」、「シテイル」、「シテ
イタ」）に整理する。 
④チェコ語の完了体動詞を接頭辞ごとに整理する。 
 
2.2. 結果及び考察 
 まず、完了体動詞の例は 311 得られた。これらを日本語のアスペクト・テンスの「完成 
                                                        
2 ここで「接頭辞を伴う」とは、prefix なしで不完了体・完了体のものが、prefix つきで完了体となるペ
アである。したがって、完了体の動詞でも prefix がついていないものは収集しない。-ovat で終わるチェ
コ語動詞の完了・不完了の判断は難しいため辞書で確認した。確認に用いた辞書は"anglicko-český 
česko-anglický slovník"(1999)である。 
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相、継続相、非過去、過去」の４つの分類項目ごとに、対応するチェコ語の接頭辞の数を
調べて表にした。表１は、各接頭辞ごとの、日本語のアスペクト表現に対応するチェコ語
の現在形の数、表２は、そのチェコ語の過去形の数をまとめたものである。 
 
表１ 日本語アスペクトに対応するチェコ語接頭辞（チェコ語現在形） 
動詞表現 
 
接頭辞 
スル シタ シテイル シテイタ 合計 
（個数） 
do- 0 1/31 0 0 1/1 
na- 3/4 0 0 0 3/4 
nad- 1/1 0 0 0 1/1 
o- 0 0 0 0 0 
od- 5/6 0 0 0 5/6 
po- 3/3 0 0 0 3/3 
pod- 1/1 0 0 0 1/1 
pře- 4/4 4/4 0 1/1 9/9 
před- 0 0 0 0 0 
při- 3/3 0 0 0 3/3 
pro- 1/1 0 0 0 1/1 
roz- 0 0 0 0 0 
s- 0 0 0 0 0 
sou- 0 0 0 0 0 
u- 6/6 2/2 1/1 0 9/9 
v- 1/1 0 0 0 1/1 
vy- 3/3 1/1 1/1 0 5/5 
vz- 2/2 0 0 0 2/2 
z- 0 1/1 0 0 1/1 
za- 7/7 0 0 0 7/7 
合計 40/42 9/9 2/2 1/1 52/54 
 
表２ 日本語アスペクトに対応するチェコ語接頭辞（チェコ語過去形） 
動詞表現 
 
接頭辞 
スル シタ シテイル シテイタ 合計 
（個数） 
do- 1/1 7/8 0 0 8/9 
na- 3/3 6/6 0 0 9/9 
nad- 0 2/2 0 0 2/2 
o- 3/3 5/5 0 0 8/8 
od- 1/1 6/9 0 0 7/10 
po- 9/9 20/22 1/1 0 30/32 
pod- 0 0 0 0 0 
pře- 1/1 11/12 0 3/3 15/16 
před- 0 1/1 0 0 1/1 
při- 3/3 15/16 0 1/1 19/20 
pro- 2/2 5/5 0 0 7/7 
roz- 3/3 5/5 0 0 8/8 
                                                        
3 例文中で頻度の高い日本語の動詞（例えば「言った」、「笑った」等）に対応するチェコ語の接頭辞が重
複してカウントされるのを避けるため、全く同じ日本語訳がついている場合、計１つと考えることにする。
「 / 」の後ろの数字は、273 の動詞例である。つまりそれは延べ動詞数である。 
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s- 2/2 2/2 0 0 4/4 
sou- 0 2/2 0 0 2/2 
u- 3/4 9/14 0 1/1 13/19 
v- 1/1 4/4 0 0 5/5 
vy- 3/3 18/19 0 0 21/22 
vz- 1/1 2/2 0 0 3/3 
z- 2/2 8/11 1/1 1/1 12/15 
za- 5/5 15/21 0 1/1 21/27 
合計 41/42 140/162 2/2 7/7 195/219 
 
 仮説では、日本語の「スル」、「シタ」は、チェコ語の完了体に対応するものと考えた。
それは上記の表でも確かめることができる。そして日本語の「シテイル」、「シテイタ」は
チェコ語の不完了体に対応するはずである。しかしデータを収集した結果、チェコ語の接
頭辞を伴う完了体で「シテイル」、「シテイタ」に対応する例が 12 文見つかった（表の太字
部分）。ここではその完了体の例を詳しく検証する。 
 
 まず目に付くのは、přemýšlet が４例も含まれているということである。（17）4、（41）、
（248）、（286）の各例の日本語訳における対応箇所は「専念していた」、「考えてはいなか
ったのだ」、「ぼんやりと考えていた」、「思っていた」である。このチェコ語動詞 přemýšlet
の本来の意味は「考える」であるが、Karlík et al.（1995）によると、「接頭辞 pře-は変化的
機能「動作完結」をもつ。人間の行為を表す動詞の多くがこの接頭辞を用いると、動作の
新しい経過や繰り返しを表す。」とある。このことから přemýšlet は、完了体動詞であるに
も関わらず、日本語アスペクトの「シテイル」、「シテイタ」に対応しているものと考えら
れる。 
 （4）、（81）、（238）の「若死にしている」、「整形している」、「混んでいた」は、結果の
状態である。本来、進行を表す「シテイル」、「シテイタ」ならば不完了体に対応するはず
だが、この例の場合は結果の状態を表しているため、完了体に対応すると考えられる。 
 （94）の「うなずいていた」は、動作完了の状態を表している。この前後の文脈から判
断すると、「（思わず）うなずいていた」と解釈できる。「うなずく」という行為が無意識の
うちに完了し、その状態が継続している様である。結果の状態を表している、ということ
から、完了体に対応すると考えられる。 
 （14）の usnula は「寝ていた」と対応しているが、もう少し詳しく考察する必要がある。
不定形 usnout は Josef Fronek(1999)によると、"fall asleep","get to sleep"と訳されている。日
本語だと「寝る」と解釈されるが、正確に訳すと「眠りこむ」もしくは「眠りに落ちる」
という単語である。このように考えると、usnout は保川（2003）が定義するところの「動
作の開始」を表すと考えられる。ゆえに完了体と対応するものと考えられる。 
 （162）、（197）、（227）の「話してる」、「言っていた」、「話をしている」の 3 例も完了の
結果状態を表していると考えられる。よって、これらの例は完了体に対応すると考えられ 
                                                        
4 （ ）内の数字は、311 の用例につけた通し番号である。 
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る。この 3 例から、言語活動に関する動詞「言う」、「話す」等には、体との何らかの関係
があるのではないかと考えた。しかし、体との関係で他の動詞と分けなければいけない特
徴はないようである5。 
 
 今回の研究では「～てしまう」、「～てしまった」を、「スル」、「シタ」の中に組み込んで
整理した。しかし庵他（2002:47）によると、「「～てしまう」は完了を表す一つの形式であ
る。「～てしまう」が表す完了は、動作主が意志的に行ったものであるのが基本であるので、
無意志動詞の場合は完了を表しにくく、その結果後悔の意味になりやすい」とある。ここ
から考えると、「～てしまう」はチェコ語の完了体に対応すると仮定できる。 
 この仮説を検証するために、小説『キッチン』から「～てしまう」、「～てしまった」の
例を全て収集し、それらに対応するチェコ語の動詞の体を数えた。その結果、収集した 16
例は全て完了体動詞であった。この結果から、「～てしまう」、「～てしまった」は、チェコ
語の完了体と対応すると考えられる。 
 
3. まとめ 
 以上、チェコ語の接頭辞による完了体と日本語の表現形式について、アスペクトを中心
に対照してきた。その結果、以下の結果が得られた。 
チェコ語 
 
日本語 
現在 過去 
完了体 「スル」 
「シテイル」－結果状態 
「テシマウ」 
「シタ」 
 
「テシマッタ」 
不完了体 「シテイル」－進行 「シテイタ」 
 
① ほぼ 1.2.で見た仮説どおり、アスペクトに関してチェコ語と日本語の形式が対応する。 
② 接頭辞 pře-による完了体動詞は完了体であるにも関わらず、動作の新しい経過や繰り
返しを表す。このため日本語では「シテイル」、「シテイタ」が対応する場合がある。 
③ 日本語の「シテイル」、「シテイタ」が結果の状態を表している場合には、チェコ語の
完了体が対応する場合がある。 
④ 「～てしまう」、「～てしまった」はチェコ語の完了体と対応すると考えられる。 
 
<参考> 
シテイル・シテイタに対応する完了体の例文 
（4）Mně, Mikage Sakuraiová, zemřeli oba rodiče velmi mladí. (10;9) 
「私、桜井みかげの両親は、そろって若死にしている。」 
（14）Když jsem na tohle a ještě spoustu dalších věcí pomyslela, propadla jsem zoufalství, ulehla a 
usnula. (11;13-14) 
「と、いくらでもあげられる面倒を思いついては絶望してごろごろ寝ていたら、」 
                                                        
5 金指先生のご指摘による。 
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（17）Svazovala jsem zrovna provázkem staré časopisy, jedním okem jsem pokukukovala po 
inzerátech bytů a přemýšlela, jak se přestěhuji. (11;18-20) 
「私は、アパ××情報を横目で見るのにすっかりあきて、どうせ引っこすならと雑誌
をヒモでしばる作業に専念していた。」 
（41）Vůbec o ničem jsem nepřemýšlela. (13;29) 
「なーんにも、考えてはいなかったのだ。」 
（81）„No, to protože,“ Júiči se smíchem vešel dovnitř a posadil se přímo proti mně na podlahu, „si 
nechala udělat plastickou operaci.“ (17;18-20) 
「「だって。」雄一が笑いながらあがってきて、目の前の床に腰をおろして言った。「整
形してるんだもの。」」 
（94）Přikývla jsem. (18;20) 
「私はうなずいていた。」 
（162）Tak dlouho jsme se neviděli a teď si tedy vypravíme o počasí. (27;5-6) 
「何で２人で久しぶりに会って、天気の話してるんだろうね。」 
（197）Prve se o tom zmínil vlastně i Sótaró. (31;22) 
「さっき、宗太郎は言っていた。」 
（227）Teď jsem seděla na malé židličce, kde asi i babička často sedávala, popíjela čaj a provídala 
si s ním o počasí a o sousedech. (34;1-3) 
「私がこのイスにすわってお茶を飲み、天気やこの町の治安の話をしているのは、異
様だった。」 
（238）Autobus se zcela zaplnil. (34;32) 
「バスはとても混んでいた。」 
（248）Měla jsem v úmyslu přemýšlet o tom víc odtažitě třeba i autobuse, －略－. (36;2) 
「と、私はぼんやりと考えていた、つもりだった。」 
（286）Zaposlouchala jsem se do vody tekoucí do džezu, asi bych tenhle dřez měla také umýt, 
přemýšlela jsem tupě. (39;25) 
「ステンレスにはねる水音を聞きながら、私は流しをみがいちゃおうかしら、とぼん
やり思っていた。」 
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